



Trial of Psychological Education Aiming at Other-Esteem Causing:





This research clarified the relation between children’s self-esteem / other-esteem and stress, and aimed to consider training 
junior high school students so as to avoid difficult behavior in advance. Therefore, a questionnaire survey (SOS) was conducted 
to go through daily school activities from diversified perspectives. Then, as the subject became clear in the survey, lessons 




























































































































1）実施時期：平成 27 年 9 月　




1）実施時期：平成 27 年 10 月　
2）対象：S中学校　1 年 1 組　1 年 2 組　各 50 分間　
3）内容　授業案 2 の通り
（4）調査2（効果測定）




























































まとめ 5 分 3 つの自己表現についての解説
攻撃的、非主張的、アサーティブな自己表
現について黒板を使い説明する。
振返りシート 5 分 振返りシートの記入　 振返りシ トーを配布し記入、回収し終了。
＜授業案2＞















































6 分 ワークシートを使い、ロールプレイ リーダーと生徒がロールプレイをする







振返りシート 4 分 振返りシートの記入　 振返りシートを配布し記入、回収終了。
4こども教育宝仙大学　紀要　8　（2017年3月発行）

































































とストレッサ （ーr =–.41, p<.01）との間に比較的強い負
の相関がみられた。また自尊感情（r =.53, p<.01）と他尊
感情（r =.48, p<.01）の間の正の相関は有意である。スト
レス反応については、ストレッサ （ーr =.53, p<.01）との
間に比較的強い正の相関があり、自尊感情と他尊感情に
ついては負の相関が有意であった。ストレッサーについ




















1～3 年生の全回答について、上位 3 位までを表に示し
た（Table 3～4）。「うれしい言葉」については、全体で
Table1　学校家庭適応感、ストレス反応、ストレッサー、自尊感情、他尊感情間の相関係数
1 2 3 4 5 平均値（SD）
1　学校家庭適応感 ─ -.61** -.41** .53** .48** 24.85（ 4.33）
2　ストレス反応 ─ .53** -.56** -.51** 27.86（ 8.94）
3　ストレッサー ─ -.39** -.22** 51.55（27.66）




　 　G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 平均値（SD）
G1　学校が楽しい ─ .48** .26** .48** .58** .37** .52** .68** 3.31（0.75）
G2　父母に何でも相談できる ─ .39** .50** .44** .62** .57** .43** 2.90（0.91）
G3　授業がよくわかる ─ .36** .20* .26** .25** .25** 2.99（0.63）
G4　学校の先生に安心して何でも相談できる ─ .25** .37** .52** .43** 2.69（0.90）
G5　学校の友だちと何かをするのは楽しい ─ .23** .57** .45** 3.65（0.60）
G6　父母はあなたのことが一番好きだと思う ─ .25** .34** 2.85（0.80）




順位 1年1組 1年2組 2年1組 2年2組 3年1組 3年3組
































葉を 10 個以上書いている生徒が 2 名いた。
＜授業後の効果測定＞　




























































1年1組 1年2組 2年1組 2年2組 3年1組 3年3組
1 位 ウザい（5） 死ね（6） 死ね（9） ウザい（8） 死ね（9）
バカ、ウザい、
死ね（各 2）























































































































検討」 筑波大学発達臨床心理学研究第 12 巻， pp. 65-71．
・塩見邦雄・伊達美和・中田 栄・橋本秀美（2003）「中学生の
アサーションについての研究─自尊感情との関連を中心に
して─」兵庫数育大学研究紀要 第 1 分冊，学校教育，幼年













































20. 3 つの区別が少し難しかった。 まず、話をできるだけ増やす。
10
こども教育宝仙大学　紀要　8　（2017年3月発行）
BULLETIN OF HOSEN COLLEGE OF CHILDHOOD EDUCATION Vol. 8  (Mar. 2017)
・柴橋祐子（2001）「青年期の友人関係における自己表明と他
者の表明を望む気持ち」 発達心理学研究 12， pp. 123-134．
・柴橋祐子（2004）「青年期の友人関係における『自己表明』
と『他者の表明を望む気持ち』の心理的要因」教育心理学
研究 52， pp. 12-23.
・柴山香澄・武藤悠子・五十嵐哲也（2011）「中学生の他尊感
情と友人関係の諸側面の関連」愛知教育大学教育創造開発























・Philip O. Hwang（2000）『Other-Esteem：Meaningful Life 
in a Multicultural Society (Accelerated Development）』
＜資料＞SOSアンケート項目
因子 要素 質問項目
学校家庭適応感
学校
学校が、楽しい
この学校に、通えて良かった 
教師
授業が、よくわかる
学校の先生に、安心して何でも相談できる
親
お父さんやお母さんに、何でも相談できる
お父さんやお母さんは、あなたのことが一番好きだと思う
友人
学校の友だちと、何かをするのは楽しい
学校の友だちとは、何でも相談できる
ストレス反応
身体
体がだるい
気持ちがわるい
頭が痛い
不安
さびしい
何となく、心配になる
悲しい
不機嫌
いらいらする
怒りっぽい
誰かに、腹が立つ
無気力
あまり、がんばれない
何もやる気がしない
学校に行きたくないときがある
勉強する気にならない 
ストレッサー
家族
うちの人が、友だちや生活のことをうるさく言った
うちの人が、勉強するようにうるさく言った
うちの人の期待は、大きすぎると思った
教師
先生が、わけを聞かずに怒った
先生が、ひいきした
先生に話しかけても、相手にしてくれなかった
11
他尊感情の育成を目的とした心理教育の試み
─  子ども理解と予防開発的教育相談の実践  ─ 
因子 要素 質問項目
部活動
部活動の練習が、厳しい
部活動で、先生や先輩から、しごかれた
部活動の先生が、厳しすぎる 
勉強
テストの点数が、思ったより悪かった
授業が、よくわからなかった
友人
友だちに、無視された
友だちに、ばかにされた
誰かに、いじめられた
自分のしたことで、友だちから文句を言われた
友だちに、からかわれた
友だちに、仲間はずれにされた
自尊感情
自己受容
自分のことが好き
今の自分に満足している
自分は生まれてきてよかった
生きていて幸せだ
自己有用
人に自慢できることがたくさんある
自分はいい人間だ
自分は、みんなの役に立っている
自分は将来偉い人になれる
自己効力
自分に自信がある
自分は、やる気になれば、何でもできる
自分の気持ちを他の人に、はっきりと伝えられる。
自己存在
たいていのことは、人と同じぐらいできる
自分はみんなと同じぐらい大切な人間である
自分の決めたことや自分のすることは正しいと思う
他尊感情
非攻撃的 人がいやだと感じるようなことはしたくない
誠実
人と約束したことは、必ず守る
人のいうことは、素直に聞ける
親切 困っている人には、自分から進んで親切にしたい
価値 人は、みんな、それぞれ良いところがあると思う
尊重 人が幸せそうだと自分のうれしくなる
奨励
人ががんばっていると、応援しようと思う
自分は、相手と喜び合うことを大切にしている
受容
苦手な人でもいっしょに遊べる
人は誰でも、その人が一番活躍できる場所があると思う
人間は生まれつきの差は、ないと思う
許す
人はだれでも失敗するし、失敗することは悪くない
嫌いな人でも、すばらしいことをしたら素直に喜べる
友好的 できるだけ多くの人と友だちになりたい
